
株主資本等変動計算書

個 別 注 記 表

ＮＨＫ営業サービス株式会社

第３６期

計　算　書　類

自　2024年 4月 1日

至　2025年 3月31日

貸 借 対 照 表

損 益 計 算 書



ＮＨＫ営業サービス株式会社

（単位 千円）

〔 流動資産 〕 3,850,453 〔 流動負債 〕 1,501,747

現金及び預金 2,559,497 未払金 532,187

売掛金 1,150,735 未払費用 87,110

貯蔵品 659 未払法人税等 84,489

未収金 1,823 未払消費税等 205,154

前払費用 137,738 預り金 31,437

前受収益 18,964

賞与引当金 542,403

〔 固定資産 〕 1,475,409

 （有形固定資産） 90,860

建物 9,473 〔 固定負債 〕 298,158

建物付属設備 12,401 退職給付引当金 262,418

工具・器具・備品 66,438 長期前受収益 35,739

土地 2,546

 （無形固定資産） 137,534

ソフトウェア 131,090

電話加入権 6,444 〔 株主資本 〕 3,525,958

 （資本金） 100,000

 （投資その他の資産） 1,247,014  （利益剰余金） 3,425,958

投資有価証券 13,436 利益準備金 37,500

保険積立金 776,664 その他利益剰余金 3,388,458

差入保証金 52,383 　事業維持積立金 2,000,000

長期前払費用 17,971 　本社社屋移転・整備積立金 210,000

繰延税金資産 372,076 　 情報セキュリティ対策等整備積立金 210,000

その他 14,481 　繰越利益剰余金 968,458

（記載金額は千円未満を切捨表示しております）

負　債　合　計 1,799,905

純　資　産　の　部

純　資　産　合　計 3,525,958

資　産　合　計 5,325,863 負債・純資産合計 5,325,863

貸　借　対　照　表

〔　2025年 3月31日現在　〕

資　産　の　部 負　債　の　部

科　目 金　額 科　目 金　額
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

（単位 千円）

〔売上高〕 10,909,034

〔売上原価〕 9,700,066

    売上総利益 1,208,968

〔販売費及び一般管理費〕 1,073,538

　　営業利益 135,429

〔営業外収益〕

受取利息 1,163

受取配当金 1,429

保険解約益 44,853

保険満期償還益 22,934

雑収入 9,534 79,915

　　経常利益  215,344
 

　　税引前当期純利益  215,344

法人税、住民税及び事業税 84,959

       法人税等調整額 10,232 95,192

　　当期純利益 120,152

（記載金額は千円未満を切捨表示しております）

損　益　計　算　書

　自　2024年 4月 1日　

至　2025年 3月31日

科　　　　　目 金　　　　　額
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（単位 千円）

事業維持積立金
本社社屋移転・

整備積立金
社内システム
整備積立金

情報セキュリティ対策
等整備積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 37,500 2,000,000 150,000 350,000 - 769,940 3,307,440 3,407,440 3,407,440

当期変動額

 積立金の取崩 △ 350,000 350,000 - - -

 積立金の積立 60,000 210,000 △ 270,000 - - -

 剰余金の配当 △ 1,635 △ 1,635 △ 1,635 △ 1,635

 当期純利益 120,152 120,152 120,152 120,152

当期変動額
合計

- - - 60,000 △ 350,000 210,000 198,517 118,517 118,517 118,517

当期末残高 100,000 37,500 2,000,000 210,000 - 210,000 968,458 3,425,958 3,525,958 3,525,958

（記載金額は千円未満を切捨表示しております）

ＮＨＫ営業サービス株式会社

株主資本

株　主　資　本　等　変　動　計　算　書

　自　2024年 4月 1日　

至　2025年 3月31日

純資産合計

資本金

利益剰余金

株主資本合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（1）資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

　a.その他有価証券 ･･･････ 期末日の市場価格等に基づく時価法

　　（市場価格のない株式等以外のもの） （評価差額は全部純資産直入法により処理して

　おります。）

　b.その他有価証券（市場価格のない株式等） ･･･････ 移動平均法による原価法

②たな卸資産 ･･･････ 最終仕入原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による

　簿価切下げの方法により算定）

（2）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

　　イ．平成19年3月31日以前に取得したもの・・・旧定率法

　　ロ．平成19年4月1日以降に取得したもの・・・定率法

　　ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（付属設備を除く）、平成28年4月1日以降に取得した

　　建物付属設備、構築物については定額法を採用しております。

②無形固定資産

　　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく

　　定額法を採用しております。

（3）引当金の計上基準

①貸倒引当金

　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

　　特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　　なお、当事業年度は貸倒実績はなく、また貸倒懸念債権等もないため、貸倒引当金を計上しておりません。

②賞与引当金

　　従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額基準に基づき計上しております。

③退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額

　　に基づき計上しております。

　　数理計算上の差異は各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（3年）

　　による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

　　なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法に
　　ついては、期間定額基準によっております。

個　別　注　記　表

自　2024年 4月 1日

至　2025年 3月31日
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

（4）収益の計上基準

　　当社は、顧客との契約について、下記の５ステップアプローチに基づき、収益を

　  認識しております。

　　　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　　　ステップ３：取引価格を算定する。

　　　ステップ４：取引価格を契約における各履行義務に配分する。

　　　ステップ５：履行義務を充足した時点で（または充足するに応じて）収益を認識する。

　　当社における主たる履行義務は、以下の通りです。

　　これらの役務の提供は、日本放送協会及び顧客との契約における履行義務の充足に従い、

　　一定期間にわたり収益を認識しております。

（5）消費税等の会計処理方法

　　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

２．収益認識に関する注記

　　「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記　（4）収益の計上基準」に同様の内容を記載

　　しているため、注記を省略しています。

　　当社は、日本放送協会より、主に事務情報処理業務、コールセンター業務、営業推進業務、

　　デジタル事業推進業務、営業システム運用・情報管理業務等を受託しております。

　　また、自主事業として700MHzテレビ受信障害対策コールセンター業務等を顧客に提供しております。
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

３．貸借対照表に関する注記

（1）有形固定資産の減価償却累計額 300,467千円

（2）関係会社に対する金銭債権債務

　　関係会社に対する金銭債権債務は下記のとおりです。

　　　金銭債権 1,010,913千円

　　　金銭債務 984千円

４．損益計算書に関する注記

　関係会社との取引高

　　関係会社との取引高は下記のとおりです。

　　　売上高 10,420,468千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

（1）事業年度の末日における発行済株式の種類及び数

　　　発行済株式 普通株式 2,819株

（2）事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　　2024年6月18日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

　　　普通株式の配当に関する事項

　　　　①配当金の総額 1,635千円

　　　　②１株当たり配当額 580円

　　　　③基準日

　　　　④効力発生日

（3）事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

　　2025年6月17日開催予定の定時株主総会に、次のとおり付議する予定であります。

　　　普通株式の配当に関する事項

　　　　①配当金の総額 60,101千円

　　　　②配当の原資

　　　　③１株当たり配当額 21,320円

　　　　④基準日

　　　　　　　　⑤効力発生日 　  2025年 6月17日

その他利益剰余金

　 2025年 3月31日

　 2024年 3月31日

　  2024年 6月18日
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

６．税効果会計に関する注記

（1）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　繰延税金資産

　　　　賞与引当金繰入超過額

　　　　退職給付引当金繰入超過額

　　　　その他

　　　繰延税金資産小計

　　　評価性引当額

　　　繰延税金資産合計

　　　繰延税金負債

　　　繰延税金負債合計

　　　繰延税金資産の純額

（2）法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和7年法律第13号）が令和7年3月31日に国会で成立

したことに伴い、令和8年4月1日以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び

繰延税金負債については、法定実効税率を34.59％から35.43％に変更し計算しております。

　この変更により、当事業年度の繰延税金資産（繰延税金負債の金額を控除した金額）は

2,961千円増加し、当事業年度に計上された法人税等調整額が2,961千円減少しております。

７．金融商品に関する注記

（1）金融商品の状況に関する事項

　当社は資金運用については安全な預金等に限定し、投機的な取引は行なっておりません。

営業債権である売掛金に係る顧客の信用リスクは与信管理を徹底し、回収時期や残高を定期的に管理

することでリスク低減を図っております。

（2）金融商品の時価等に関する事項

2025年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであります。

　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注）1. 金融商品の時価の算定方法

(1)現金及び預金、（2）売掛金

    これは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

　　よっております。

(3)未払金

    これは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

　　よっております。

2. 市場価格のない株式等（貸借対照表計上額13,436千円）は、非上場株式の関連団体の

株式であり、上表には含めておりません。

△ 1,523千円

187,617千円

92,974千円

93,007千円

373,600千円

（1）現金及び預金 2,559,497 2,559,497

（2）売掛金 1,150,735 1,150,735

-

372,076千円

 -  千円

 -  千円

372,076千円

（単位 千円）

貸借対照表計上額 時価 差額

-

（3）未払金 (532,187) (532,187) -
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

８．関連当事者との取引に関する注記

（1) 取引の内容 （単位 千円）

（被所有）

直接　85.1％

（2) 取引条件及び取引条件の決定方針

　各種業務の受託につきましては、一般の取引条件と同様に決定しております。

９．１株当たり情報に関する注記

（1）１株当たりの純資産額

（2）１株当たりの当期純利益金額

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません

11．その他の注記

該当事項はありません

1,250,783円30銭

42,622円33銭

監査役（非常勤）　1名

各種業務の受託

科目 期末残高

1,010,103親会社 日本放送協会
営業事務情報
処理等の業務

の受託

取締役（非常勤）　2名

属性
会社等の名称又

は氏名
議決権の所有

（被所有）割合
関係内容 取引の内容 取引金額

10,420,468 売掛金
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ＮＨＫ営業サービス株式会社

１．有形固定資産及び無形固定資産の明細

　　　 　 （単位 千円）

期首 期末 減価償却 期末
帳簿価額 帳簿価額 累計額 取得原価

建物 9,887 0 0 413 9,473 9,932 19,406

建物付属設備 15,304 490 0 3,392 12,401 114,519 126,921

工具･器具･備品 65,392 24,609 262 23,301 66,438 176,015 242,454

土地 2,546 - - - 2,546 - 2,546

計 93,130 25,099 262 27,107 90,860 300,467 391,327

ソフトウェア 136,347 30,556 146 35,666 131,090

電話加入権 6,444 - - - 6,444

計 142,791 30,556 146 35,666 137,5340 0 0 0 0

(注) 当期増加額のうち主なものは以下のとおりであります。

資産の種類

工具･器具･備品

ソフトウェア

ＩＤ管理システムの開発　7,249千円

２．引当金の明細

（単位 千円）

賞与引当金 439,119 542,403 439,119 542,403

退職給付引当金 380,791 8,241 126,614 262,418

３．販売費及び一般管理費の明細

（単位 千円）

金額

役員報酬 76,890

給与手当 260,777

賞与 47,891

賞与引当金繰入 33,572

退職給付費用 14,562

60,315

福利厚生費 35,634

通勤交通費 5,018

外注費 27

広告宣伝費 187

2,057

印刷費 4,036

人材派遣費 34,758

旅費交通費 9,115

通信費 47,881

交際費 115

会議費 274

事務室賃借料 44,920

租税公課 1,845

水道光熱費 4,559

消耗品費 5,064

備品費 42,230

会費 480

新聞図書費 1,202

借用料 980

採用・教育費 22,005

諸手数料・謝礼 22,355

保険料 1,472

寄付金 7,430

減価償却費 40,587

業務委託費 86,036

修繕費 351

自動車料 21

ソフトウエア購入費 74,882

固定資産・ソフト除却損 409

雑件費 83,586

計 1,073,538

４. その他の重要な事項

該当事項はありません

運送費

法定福利費　　　　　

科目 摘要

有
形
固
定
資
産
無
形
固
定
資
産

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

内容及び金額

カスタマーセンター700MHzテレビ受信障害対策　ﾈｯﾄﾜｰｸ機器更新等整備　21,585千円

「業務の広場」対応　バージョンアップ・機能改善等　18,207千円

附　属　明　細　書

自　2024年 4月 1日

至　2025年 3月31日

区分 資産の種類 当期増加額 当期減少額 当期償却額



独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

２０２５年６月２日

Ｎ Ｈ Ｋ 営 業 サ ー ビ ス 株 式 会 社

取締役会   御 中

東 京 事 務 所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 伊 藤 陽 子

監査意見

 当監査法人は、ＮＨＫ営業サービス株式会社の２０２４年４月１日から２０２５年３月

３１日までの第３６期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等

変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を

行った。

 当監査法人は、上記の計算書類等が、会社計算規則及び我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、

全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を

行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の

責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査

法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載

内容を作成し開示することにある。また、監査役の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの

整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、

当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

 計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に

おいて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に

重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載

内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

 当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した

場合には、その事実を報告することが求められている。

 その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査役の責任

 経営者の責任は、会社計算規則及び我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断

した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

EY新日本有限責任監査法人



 計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、会社計算規則及び我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には

当該事項を開示する責任がある。

 監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は

誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において

独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬に

より発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を

与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示

リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断に

よる。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは

ないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する

ために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた

会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、

入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は

状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する

重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を

喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、

計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、

監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、会社計算規則及び我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた

計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に

表示しているかどうかを評価する。

 監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められている

その他の事項について報告を行う。

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以  上
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私どもは、 監査役として２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日までの第３６期事業年度の取

締役の職務の執行を監査いたしました。 その方法及び結果につき、 以下のとおり報告いたしま

す。

１， 監査の方法及びその内容

　

私どもは、 取締役および使用人等と意思疎通を図り、 情報の収集および監査の環境の整備

に努めるとともに、 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職

務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本

社および主要な支社において業務および財産の状況を調査いたしました。 以上の方法に基づ

き、 当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。

　

さらに、会計帳簿およびこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸

借対照表、損益計算書、 株主資本等変動計算書および個別注記表） およびその附属明細書に

ついて検討いたしました。

２． 監査の結果

　

（１） 事業報告等の監査結果

　

①

　

事業報告は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

　

②

　

取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事

　　

実は認められません。

　

③

　

当社の業務の適正を確保するために必要な体制の整備等についての取締役会の決議の

　　

内容は相当であると認めます。 また、当該体制に関する取締役の職務の執行についても、

　　

指摘すべき事項は認められません。

　

（２） 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　　

計算書類およびその附属明細書は、 会社の財産および損益の状況を、 すべての重要な点

　

において適正に表示しているものと認めます。

２０２５年６月 ２日．

　

ＮＨＫ営業サービス株式会社

監査役

　

九 ＬＬ｝

　

数 僑

監査役

　

も 湯 象）Ｌ
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